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９月号令和元年

龍郷町の人口　令和元年７月末現在(前年比)　3,111世帯（+39） 男2,905人（±0） 女3,098人（-26） 計6,003人（-26）
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優 勝

1位

第27回
龍郷ふるさと祭

2019.7.27-28

小学生の部　たつごう少年団

女子の部　赤尾木婦人会

男子の部　フレッシュまどか
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ゴルフ個人【男子60歳以上】③泉原克美82【男子70歳以上】②岩崎久雄79　全空連空手【個人形少年】
③牧野響暉【個人組手少年】少年③牧野響暉【個人組手女子】③太未優　卓球個人【男子50代】②山名
伸二　陸上男子【共通5000ｍ】②蘇光陽【40歳代3000ｍ】②白井克昌③池健夫【30歳未満100ｍ】②板
垣倫平【30歳代100ｍ】①碇山光也【40歳代100ｍ】②重信誠【高校生100ｍ】③宮田彩斗【高校400ｍ】③
福田駿介【高校1500ｍ】②喜屋武幹太【共通４×100ｍ】②龍郷【40歳代砲丸投】③野竹充孝【50歳代砲
丸投】③川口真二　陸上女子【共通300ｍ】③要田悠那【成人100ｍ】②平田愛佳【少年100ｍ】③森ほの
か【少年800ｍ】③要田悠那【共通4×100ｍリレー】②龍郷【少年砲丸投】①森ほのか【成年走幅跳】②深
谷愛　水泳男子【成年自由形50ｍ】①栄淳平②藤原亮輔【成年平泳ぎ50ｍ】①前田海斗【30歳代背泳ぎ
50ｍ】①森山和也【30歳代平泳ぎ50ｍ】②壽藤淳次【40歳代自由形50ｍ】②南武明【40歳代背泳ぎ50
ｍ】①当田進一②新島聡【40歳代平泳ぎ50ｍ】①大司雄三②大司孝博【40歳代バタフライ50ｍ】③山田
隆博【50歳代背泳ぎ25ｍ】②中村博志＝大会新【50歳代平泳ぎ25ｍ】②大野正涼＝大会新【70歳代自由
形25ｍ】②西田正和＝大会新　水泳女子【成年平泳ぎ50ｍ】①野崎千賀【成年バタフライ50ｍ】②壽藤
りん子【40歳代自由形50ｍ】①当田文代【40歳代バタフライ50ｍ】①南千明【50歳代自由形25ｍ】①白
畑あゆみ【70歳代バタフライ25ｍ】①緑秀子＝大会新　テニス個人男子複【30歳以上】③吉村升一（奄
美）・大坪睦貴【45歳以上】③北原貴志・上園二郎（和泊）　テニス個人女子複【30歳以上】①岩崎真子・
中濵朝美（奄美）【40歳以上】②吉村洋子（奄美）・城崎えりか　剣道【個人】①井上仁志

陸上男子　２位

陸上女子　２位

水泳　　　１位

バレー女子　２位

ソフトボール男子　2 位

バドミントン男子　３位

全空連空手　３位

ハンドボール　３位

グラウンド・ゴルフ　２位

ゴルフ　２位

2019

第73回県体

第60回大島地区大会

大会結果

選手の皆さま

入賞おめでとう

ございます

個人結果
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海洋教育プロジェクト

20192019
予備日 12 月 1 日 ( 日 )
荒天時の

対象 :

定員 :

龍郷町内中学生 ・ 町内在住高校生
30名 ( 応募者多数の場合は抽選となります )

イベント時間 ： 10:30 ~ 16:30

集合場所 ： 芦徳公民館  ※昼食は各自でご持参ください。

( 受付は10:50 まで )

年 月 日 (日)10 27
体験ダイビングで奄美の海を探検しよう！体験ダイビングで奄美の海を探検しよう！

参加費
無料

主催 ： 見てみよう！わきゃ海実行委員会   共催 ： 龍郷ダイビング組合　後援 ： 芦徳集落 ・ 龍郷町

お問合せ先 ： 龍郷町企画観光課   0997-69-4512

参加のお申込は
web で！

申込締切：9 月 30 日

第 1 部： 世界に誇る奄美の海の魅力を知ろう

第２部： 体験ダイビングにチャレンジ！

イベント内容
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●制作 ： 見てみよう！わきゃ海実行委員会
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　同学童に通う小学生32名が、秋名集落の水田で
稲の収穫作業に取り組みました。水田は、秋幾農業
創成塾（龍宮省三塾長）が管理する一部で、夏休み
の出校日に合わせて初めて実施。収穫後子ども達
は『願いが叶う稲穂』をもらい、「来年、お願いが叶

うんだよ。」と嬉
しい表情を浮か
べていました。収
穫したお米は後
日、学童で振る舞
われる予定です。

　県コンクールにおいて２年連続金賞を受賞し、
龍南中学校吹奏楽部が町長室を訪問し、結果を
報告しました。「楽器を寄贈して頂いた牧主さん、
練習に協力して頂いたりゅうゆう館長、たくさん
の方に応援していただきました。」と野﨑凡央部

長（龍南中３年）を
はじめ部員代表と
顧問、保護者が感
謝を伝え、町長は
「大変喜ばしい。」
とお祝いの言葉を
述べました。

　このプロジェクトはアートを通して子どもたちと交
流することを目的としており、昨年夏に続き、今年も
町内３校（赤徳、円、秋名）にて黒板アートを披露し
ました。夏休みの出校日だったこの日、秋名小学校
では日本画学科１年の清水凜平さんが大きな羽の

作品を解説。「アー
トの面白さを伝え
たい。黒板と子ども
と教室という空間
を楽しんでもらい
たい。」と語りまし
た。

　龍郷小学校にて奄美地区障がい者等基幹相
談支援センターの福崎専門員による、発達障がい
をテーマにした学校職員研修が開催されました。
個性の延長線上にある多様な特性を理解し、
個々に応じた教育支援（支援のステップ、伝え方

の工夫等）や環
境づくりを職員
全体で取り組む
ことを課題とし
て共通認識を深
めました。

　龍郷町母子寡婦福祉会いきいきふれあい事業
として行われた同大会には15名の親子、顧問、役
場関係者が参加し、夏の暑さに負けずプレーを
楽しみました。大会結果、１位作田ヘイ子２位隈
元巳子３位藤山伸子。同会は毎月役場にて情報

交換会、役員会
を行っています。
問合せは保健福
祉課６９-４５１４
川口まで。

　当日悪天候が心配された今年の追悼式は、
りゅうがく館講堂にて執り行われ、100名以上
の参加者が追悼の意を表しました。児童生徒
代表として龍瀬小学校６年園田洋太さんと伊
藤環さん、龍南中学校３年野﨑凡央さんと福

田梨杏さん他、
各団体関係者
が献花を行い、
手を合わせま
した。

奄美地区障がい者等基幹相談支援センター

多様な特性を理解し、個々に応じた教育
武蔵野美術大学「旅するムサビプロジェクト」

龍郷町４校を黒板ジャック

放課後児童クラブ「瀬留学童」
稲刈りを体験

龍郷町母子寡婦福祉会グランドゴルフ大会
親子と関係者、交流深める

戦後74年
龍郷町戦争犠牲者追悼式

第64回鹿児島県吹奏楽コンクール
龍南中吹奏楽部金賞受賞
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「救急の日」は、救急医療関係者の意識を高めるととも
に、救急医療や救急業務に対する国民の正しい理解と認
識を深めることを目的として定められました。この「救
急の日」及び「救急医療週間」を通じて、救急車の正しい
利用方法や家庭での事故の予防、家庭でできる応急手当
について考えましょう。

講習時間が取れない方対象
胸骨圧迫やAEDを中心に学ぶコース

心肺蘇生やAED、異物除去、止血法などを
学ぶコース

普通救命講習内容に加えて、小児・乳児の
心肺蘇生法、傷病者管理、外傷の応急手当、
搬送法などを学ぶコース

　救急車の適正利用についてお願い
　救急件数は毎年増加傾向にありますが、緊急性のない

出動要請もあります。救急車の台数には限りがあります

ので、救急車を必要とする方がすぐに利用できるよう、救

急車の適正利用に皆さまのご理解とご協力をおねがいし

ます。

問合せ先
龍郷消防分署　救急係　６２-２６１１

９月９日は「救急の日」
９月９日を含む１週間は「救急医療週間」です

心肺蘇生法とAEDの使用方法を修得しましょう。
下記の通り救急講習会及び救命講習会を行っています。
ご希望の方は、龍郷消防分署まで気軽にお問合せ下さい。また、
既に受講されている方も３年ごとの再講習をお勧めします。

〈応急手当の重要性〉
突然の事故や病気などのとき、救急隊が現場に到着するまでの
間に、救急現場に居合わせた人が、迅速な１１９番通報、適切な
応急手当を速やかに実施することにより、傷病者の救命率が向
上します。また、傷病者の救命のためには、救急現場に居合わせ
た人による応急手当、救急隊員の応急処置と搬送、医療機関で
の処置の連携がスムーズに行われることが不可欠です。

応急手当講習会のご案内

時  間

１時間

３時間

８時間

  講 習 名

救急講習

普通救命講習

上級救命講習

浄化槽は私たちの生活から排出された汚水を浄化し、き
れいな水にして流すことができる装置です。そのため、
業者に委託して行う「保守点検」と「清掃」をきちんと行い、
水質に関する「法定検査」を受けることが義務付けられています。

・定期検査（浄化槽法第11条）
浄化槽の保守点検及び清掃が適正に行われている
か、また適正に使用され浄化槽の機能が正常に維持
されているかを検査し、併せて浄化槽から放流され
る水が基準以下のきれいな水になっているか、処理
水を持ち帰り詳しい水質検査（ＢＯＤ）を実施しま
す。不適事項があれば、行政及び関係者が状況を把
握するとともに早期にそれを是正することを目的
にしています。

※BOD(生物化学的酸素要求量)とは水の汚れ
の程度を表す指標です。  合併処理浄化槽は
20mg/L以下という基準が定められています。

検査対象となった浄化槽(設置年度ごとに対象としています)については
事前に指定検査機関から日程通知がありますので必ず受検していただき
ますようお願いします。

保守点検

法定検査

機能を保つためのメンテ
ナンス作業（消毒薬の補
充、モーターの点検等）

維持管理状況及び放流さ
れる処理水の水質検査
（BOD）

日常の健康管理

定期健康診断

ガソリン補充や
オイル交換

車　検

内　　容　　　　人間でいえば…  自動車でいえば…

■検査料金（一般家庭５人槽～１０人槽）
検 査 料 金

定 期 検 査

単独処理浄化槽

4,000円

合併処理浄化槽

6,000円

町に申請し設置した合併浄化槽のみ検査手数料は町が負担します。
（個人で設置した単独処理浄化槽，合併浄化槽の検査手数料は個人負担となります）

鹿児島県環境保全協会
龍郷地区担当者

江原　賢一郎  氏

問合せ先
鹿児島県知事指定検査機関 

（公財）鹿児島県環境保全協会
℡０９９-２９６-９０００
鹿児島県生活排水対策室
℡０９９-２８６-３６８５
龍郷町生活環境課生活排水係
℡０９９７-６９-４５２５

浄化槽を設置
されている方へ
浄化槽定期

検査受検のお願い
平成17年度から５人槽～10人槽の

家庭用浄化槽も検査の対象となりました。
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６

そ
の
夢
は
思
い
が
け
ず
早
く
叶
っ
た
。
昨
年
、
十

四
歳
の
秋
の
こ
と
で
あ
る
。

　
私
の
中
学
校
で
は
、
学
習
発
表
会
で
島
ユ
ム
タ

劇
を
行
っ
て
い
る
。
集
落
の
行
事
や
伝
統
的
な
も

の
に
つ
い
て
の
劇
を
、
自
分
た
ち
で
シ
ナ
リ
オ
か

ら
作
る
の
だ
。
昨
年
、
私
た
ち
は
嘉
渡
集
落
の
担

当
で
、
昔
は
機
織
り
が
盛
ん
だ
っ
た
と
聞
き
、
大

島
紬
の
こ
と
に
つ
い
て
劇
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
物
語
の
舞
台
は
成
人
式
。
久
し
ぶ
り
に
再
会
し

た
四
人
全
員
、
紬
の
着
物
や
ネ
ク
タ
イ
を
身
に
着

け
て
い
る
。
四
人
が
中
学
校
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
開
け
る
と
、
昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、

そ
こ
で
紬
の
工
程
を
学
ん
で
い
く
と
い
う
内
容

だ
っ
た
。
こ
の
劇
の
シ
ナ
リ
オ
を
作
る
た
め
に
、

私
た
ち
は
嘉
渡
集
落
の
方
に
い
ろ
い
ろ
教
わ
っ

た
。
紬
は
図
案
や
染
色
、
し
め
ば
た
や
機
織
り
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
工
程
が
あ
っ
て
、
や
っ
と
一
反

が
で
き
る
と
い
う
。
大
島
紬
に
つ
い
て
知
れ
ば
知

る
ほ
ど
、
と
て
も
細
か
く
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
、
驚
い
た
。
こ
の
一
反
の
紬
が
出

来
る
の
に
、
多
く
の
職
人
が
携
わ
っ
て
い
る
。
職

人
が
一
人
い
な
く
て
、
一
つ
の
工
程
で
も
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
紬
は
出
来
上
が
ら
な
い
。

一
つ
一
つ
の
工
程
や
一
人
の
職
人
が
と
て
も
大
切

な
の
だ
と
私
は
知
っ
た
。

　
五
年
前
、
私
は
こ
の
「
た
つ
ご
う
エ
ッ
セ
イ
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
記
念
す
べ
き
第
一
回
に
応
募
し
た
。

テ
ー
マ
は
今
回
と
同
じ
「
大
島
紬
」
。
そ
の
と
き
、

二
十
歳
の
成
人
式
に
は
、
ぜ
ひ
大
島
紬
を
着
て
参

加
し
た
い
と
書
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
し
か
し
、

　
こ
れ
は
、
私
た
ち
の
学
校
と
似
て
い
る
。
私

た
ち
の
学
校
は
全
校
生
徒
十
人
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
あ
る
学
習
発
表
会
で
も
、
一
人
で
も
い
な

け
れ
ば
歌
も
劇
も
仕
上
が
ら
な
い
。
だ
か
ら
、

紬
と
同
じ
一
人
一
人
の
存
在
が
と
て
も
大
切
な

の
で
あ
る
。
今
年
の
学
習
発
表
会
の
テ
ー
マ
は

「
紬―

―

十
色
で
織
り
成
す
物
語―

―

」
。
こ
こ

に
は
、
一
人
一
人
の
個
性
を
大
事
に
し
て
、
協

力
し
て
学
習
発
表
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
五
年
後
、
今
度
は
本
当
の
成
人
式
で
紬
に
袖

を
通
す
こ
と
を
楽
し
み
に
、
私
は
今
頑
張
っ
て

い
る
。

学
生
の
部

佳
作　十

色
で
織
り
成
す
物
語

龍
郷
町
秋
名

　嘉

　佳
奏

　
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
夫
の
転
勤
で
龍
郷
町
に
来

て
初
め
て
大
島
紬
と
い
う
も
の
を
知
っ
た
。
着
物

と
無
縁
な
生
活
の
上
に
、
熊
本
出
身
で
あ
る
こ
と

か
ら
大
島
紬
に
触
れ
る
機
会
が
全
く
な
か
っ
た
の

だ
。

　
そ
ん
な
折
、
集
落
行
事
で
あ
る
年
の
祝
に
出
席

す
る
機
会
を
得
た
。
島
に
い
る
時
に
偶
然
に
も
私

の
干
支
が
巡
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
チ
ャ

ン
ス
は
滅
多
に
な
い
と
思
い
、
意
気
揚
々
と
出
席

を
表
明
し
た
の
だ
が
、
出
席
者
は
紬
を
着
用
す
る

も
の
だ
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
大
島
紬
な
ん
て

持
っ
て
い
な
い
。
ど
う
し
た
も
の
か
と
悩
ん
で
い

た
と
こ
ろ
、
集
落
の
方
の
ご
厚
意
に
よ
り
大
島
紬

を
貸
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時

初
め
て
大
島
紬
に
触
れ
た
。

　
私
が
身
に
つ
け
た
の
は
白
紬
。
煌
び
や
か
な
派

手
さ
は
な
い
の
だ
が
品
の
あ
る
光
沢
を
放
ち
、
と

て
も
滑
ら
か
な
手
触
り
だ
っ
た
。
そ
し
て
一
番
感

動
し
た
の
が
そ
の
軽
い
着
心
地
。
長
時
間
身
に
つ

け
て
も
疲
れ
ず
、
寒
い
冬
空
の
下
で
も
暖
か
か
っ

た
。
私
は
こ
の
瞬
間
、
大
島
紬
の
虜
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
。

　
初
め
て
大
島
紬
に
触
れ
た
年
の
祝
か
ら
数
ヶ
月

後
、
私
は
妊
娠
し
女
の
子
を
出
産
し
た
。
結
婚
七

年
目
、
長
い
長
い
不
妊
治
療
の
末
に
授
か
っ
た
待

望
の
子
ど
も
で
あ
る
。

　
先
日
、
ま
だ
一
歳
に
も
満
た
な
い
娘
を
連
れ
て

大
島
紬
の
店
を
訪
ね
た
。
娘
の
七
五
三
の
衣
装
を

大
島
紬
で
仕
立
て
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
同
時

に
娘
と
同
じ
柄
の
反
物
で
自
分
の
着
物
も
仕
立
て

る
。
母
娘
で
お
揃
い
の
紬
を
着
る
予
定
だ
。

　
転
勤
族
で
あ
る
私
は
い
つ
か
奄
美
を
離
れ
る
。

こ
の
お
揃
い
の
紬
を
見
る
度
に
、
奄
美
の
風
景
や

賑
や
か
な
思
い
出
、
集
落
の
人
た
ち
の
温
か
さ
が

蘇
る
だ
ろ
う
。
私
に
と
っ
て
大
島
紬
は
奄
美
を
た

く
さ
ん
詰
め
込
ん
だ
ア
ル
バ
ム
だ
。

　
大
島
紬
は
三
世
代
に
渡
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い

く
も
の
だ
と
い
う
。
い
つ
か
私
の
紬
が
娘
に
、
そ

し
て
娘
の
紬
が
ま
だ
見
ぬ
孫
に
。
そ
の
時
は
、
奄

美
で
の
日
々
を
語
り
な
が
ら
手
渡
そ
う
。
そ
ん
な

日
が
訪
れ
る
こ
と
を
夢
見
な
が
ら
、
着
物
の
仕
上

が
り
を
楽
し
み
に
待
つ
。

一
般・高
校
の
部

佳
作　お

揃
い
の
紬龍

郷
町
浦

　上
口

　久
美
子

ー第５回たつごうエッセイコンテスト「大島紬」ー

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会    後援：奄美新聞社 / 南海日々新聞社 / 南日本新聞社 / エフエムたつごう / 龍郷町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別協賛：（公財）奄美群島地域産業振興基金協会

エッセイコンテスト作品集
　■第４回「西郷さん」
　■第５回「大島紬」

一冊 200 円

龍郷町役場
企画観光課にて

販売中

「歴史と文化をつむぎ未来へつなぐ
まちづくり」に取り組む龍郷町は、
今年も「たつごうエッセイコンテス
ト」を開催します。全国各地から、
皆さんの心温まる作品をお待ちして
おります。

たつごうエッセイコンテスト実行委員会（龍郷町役場企画観光課内）
〒８９４－０１９２
鹿児島県大島郡龍郷町浦110番地
  ☎  ０９９７-６９-４５１２　Fax  ０９９７-６２-２５３５
　　koho@town.tatsugo.lg.jp

小・中学生部門 (小学５年生以上)／ 高校・一般部門

小学・中学・高校・専門学校生は奄美群島内居住者に限る

原稿用紙２枚（８００字）以内

最優秀賞 ／ 優秀賞 ／ 佳作 ／ 特別賞

最優秀賞 高校・一般 10万円 ／ 小・中学校１万円分図書カード ほか

令和元年７月１日～令和元年９月末 必着

募集部門

募集資格

原稿枚数

賞

副賞

募集期間

応募・問合せ

次回テーマは・・・ どちらか1つのテーマを選んでください

「黒糖・サトウキビ」「奄美の海」

応募方法、応募上の注意、審査について等、
詳細は町HPをご確認の上ご応募ください。
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そ
の
夢
は
思
い
が
け
ず
早
く
叶
っ
た
。
昨
年
、
十

四
歳
の
秋
の
こ
と
で
あ
る
。

　
私
の
中
学
校
で
は
、
学
習
発
表
会
で
島
ユ
ム
タ

劇
を
行
っ
て
い
る
。
集
落
の
行
事
や
伝
統
的
な
も

の
に
つ
い
て
の
劇
を
、
自
分
た
ち
で
シ
ナ
リ
オ
か

ら
作
る
の
だ
。
昨
年
、
私
た
ち
は
嘉
渡
集
落
の
担

当
で
、
昔
は
機
織
り
が
盛
ん
だ
っ
た
と
聞
き
、
大

島
紬
の
こ
と
に
つ
い
て
劇
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
物
語
の
舞
台
は
成
人
式
。
久
し
ぶ
り
に
再
会
し

た
四
人
全
員
、
紬
の
着
物
や
ネ
ク
タ
イ
を
身
に
着

け
て
い
る
。
四
人
が
中
学
校
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
開
け
る
と
、
昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、

そ
こ
で
紬
の
工
程
を
学
ん
で
い
く
と
い
う
内
容

だ
っ
た
。
こ
の
劇
の
シ
ナ
リ
オ
を
作
る
た
め
に
、

私
た
ち
は
嘉
渡
集
落
の
方
に
い
ろ
い
ろ
教
わ
っ

た
。
紬
は
図
案
や
染
色
、
し
め
ば
た
や
機
織
り
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
工
程
が
あ
っ
て
、
や
っ
と
一
反

が
で
き
る
と
い
う
。
大
島
紬
に
つ
い
て
知
れ
ば
知

る
ほ
ど
、
と
て
も
細
か
く
丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
、
驚
い
た
。
こ
の
一
反
の
紬
が
出

来
る
の
に
、
多
く
の
職
人
が
携
わ
っ
て
い
る
。
職

人
が
一
人
い
な
く
て
、
一
つ
の
工
程
で
も
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
紬
は
出
来
上
が
ら
な
い
。

一
つ
一
つ
の
工
程
や
一
人
の
職
人
が
と
て
も
大
切

な
の
だ
と
私
は
知
っ
た
。

　
五
年
前
、
私
は
こ
の
「
た
つ
ご
う
エ
ッ
セ
イ
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
記
念
す
べ
き
第
一
回
に
応
募
し
た
。

テ
ー
マ
は
今
回
と
同
じ
「
大
島
紬
」
。
そ
の
と
き
、

二
十
歳
の
成
人
式
に
は
、
ぜ
ひ
大
島
紬
を
着
て
参

加
し
た
い
と
書
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
し
か
し
、

　
こ
れ
は
、
私
た
ち
の
学
校
と
似
て
い
る
。
私

た
ち
の
学
校
は
全
校
生
徒
十
人
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
あ
る
学
習
発
表
会
で
も
、
一
人
で
も
い
な

け
れ
ば
歌
も
劇
も
仕
上
が
ら
な
い
。
だ
か
ら
、

紬
と
同
じ
一
人
一
人
の
存
在
が
と
て
も
大
切
な

の
で
あ
る
。
今
年
の
学
習
発
表
会
の
テ
ー
マ
は

「
紬―

―

十
色
で
織
り
成
す
物
語―

―

」
。
こ
こ

に
は
、
一
人
一
人
の
個
性
を
大
事
に
し
て
、
協

力
し
て
学
習
発
表
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
五
年
後
、
今
度
は
本
当
の
成
人
式
で
紬
に
袖

を
通
す
こ
と
を
楽
し
み
に
、
私
は
今
頑
張
っ
て

い
る
。

学
生
の
部

佳
作　十

色
で
織
り
成
す
物
語

龍
郷
町
秋
名

　嘉

　佳
奏

　
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
夫
の
転
勤
で
龍
郷
町
に
来

て
初
め
て
大
島
紬
と
い
う
も
の
を
知
っ
た
。
着
物

と
無
縁
な
生
活
の
上
に
、
熊
本
出
身
で
あ
る
こ
と

か
ら
大
島
紬
に
触
れ
る
機
会
が
全
く
な
か
っ
た
の

だ
。

　
そ
ん
な
折
、
集
落
行
事
で
あ
る
年
の
祝
に
出
席

す
る
機
会
を
得
た
。
島
に
い
る
時
に
偶
然
に
も
私

の
干
支
が
巡
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
チ
ャ

ン
ス
は
滅
多
に
な
い
と
思
い
、
意
気
揚
々
と
出
席

を
表
明
し
た
の
だ
が
、
出
席
者
は
紬
を
着
用
す
る

も
の
だ
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
大
島
紬
な
ん
て

持
っ
て
い
な
い
。
ど
う
し
た
も
の
か
と
悩
ん
で
い

た
と
こ
ろ
、
集
落
の
方
の
ご
厚
意
に
よ
り
大
島
紬

を
貸
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時

初
め
て
大
島
紬
に
触
れ
た
。

　
私
が
身
に
つ
け
た
の
は
白
紬
。
煌
び
や
か
な
派

手
さ
は
な
い
の
だ
が
品
の
あ
る
光
沢
を
放
ち
、
と

て
も
滑
ら
か
な
手
触
り
だ
っ
た
。
そ
し
て
一
番
感

動
し
た
の
が
そ
の
軽
い
着
心
地
。
長
時
間
身
に
つ

け
て
も
疲
れ
ず
、
寒
い
冬
空
の
下
で
も
暖
か
か
っ

た
。
私
は
こ
の
瞬
間
、
大
島
紬
の
虜
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
だ
。

　
初
め
て
大
島
紬
に
触
れ
た
年
の
祝
か
ら
数
ヶ
月

後
、
私
は
妊
娠
し
女
の
子
を
出
産
し
た
。
結
婚
七

年
目
、
長
い
長
い
不
妊
治
療
の
末
に
授
か
っ
た
待

望
の
子
ど
も
で
あ
る
。

　
先
日
、
ま
だ
一
歳
に
も
満
た
な
い
娘
を
連
れ
て

大
島
紬
の
店
を
訪
ね
た
。
娘
の
七
五
三
の
衣
装
を

大
島
紬
で
仕
立
て
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
同
時

に
娘
と
同
じ
柄
の
反
物
で
自
分
の
着
物
も
仕
立
て

る
。
母
娘
で
お
揃
い
の
紬
を
着
る
予
定
だ
。

　
転
勤
族
で
あ
る
私
は
い
つ
か
奄
美
を
離
れ
る
。

こ
の
お
揃
い
の
紬
を
見
る
度
に
、
奄
美
の
風
景
や

賑
や
か
な
思
い
出
、
集
落
の
人
た
ち
の
温
か
さ
が

蘇
る
だ
ろ
う
。
私
に
と
っ
て
大
島
紬
は
奄
美
を
た

く
さ
ん
詰
め
込
ん
だ
ア
ル
バ
ム
だ
。

　
大
島
紬
は
三
世
代
に
渡
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い

く
も
の
だ
と
い
う
。
い
つ
か
私
の
紬
が
娘
に
、
そ

し
て
娘
の
紬
が
ま
だ
見
ぬ
孫
に
。
そ
の
時
は
、
奄

美
で
の
日
々
を
語
り
な
が
ら
手
渡
そ
う
。
そ
ん
な

日
が
訪
れ
る
こ
と
を
夢
見
な
が
ら
、
着
物
の
仕
上

が
り
を
楽
し
み
に
待
つ
。

一
般・高
校
の
部

佳
作　お

揃
い
の
紬龍

郷
町
浦

　上
口

　久
美
子

ー第５回たつごうエッセイコンテスト「大島紬」ー

主催：たつごうエッセイコンテスト実行委員会    後援：奄美新聞社 / 南海日々新聞社 / 南日本新聞社 / エフエムたつごう / 龍郷町
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別協賛：（公財）奄美群島地域産業振興基金協会

エッセイコンテスト作品集
　■第４回「西郷さん」
　■第５回「大島紬」

一冊 200 円

龍郷町役場
企画観光課にて

販売中

「歴史と文化をつむぎ未来へつなぐ
まちづくり」に取り組む龍郷町は、
今年も「たつごうエッセイコンテス
ト」を開催します。全国各地から、
皆さんの心温まる作品をお待ちして
おります。

たつごうエッセイコンテスト実行委員会（龍郷町役場企画観光課内）
〒８９４－０１９２
鹿児島県大島郡龍郷町浦110番地
  ☎  ０９９７-６９-４５１２　Fax  ０９９７-６２-２５３５
　　koho@town.tatsugo.lg.jp

小・中学生部門 (小学５年生以上)／ 高校・一般部門

小学・中学・高校・専門学校生は奄美群島内居住者に限る

原稿用紙２枚（８００字）以内

最優秀賞 ／ 優秀賞 ／ 佳作 ／ 特別賞

最優秀賞 高校・一般 10万円 ／ 小・中学校１万円分図書カード ほか

令和元年７月１日～令和元年９月末 必着

募集部門

募集資格

原稿枚数

賞

副賞

募集期間

応募・問合せ

次回テーマは・・・ どちらか1つのテーマを選んでください

「黒糖・サトウキビ」「奄美の海」

応募方法、応募上の注意、審査について等、
詳細は町HPをご確認の上ご応募ください。
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無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

奄
美
市
と
鹿
児
島
県
弁
護
士
会
が
共
同

で
開
催
し
て
お
り
、龍
郷
町
民
の
方
も
無
料

で
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

令
和
元
年
９
月
相
談
日
　
派
遣
相
談 

※

必
ず
電
話
予
約
が
必
要
で
す（
先
着
順
）

･

９
／
12（
木
）

　
池
田
征
弘
弁
護
士

　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

･

９
／
19（
木
）

　
鈴
木
穂
人
弁
護
士

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

･

９
／
26（
木
）

　
蓑
毛
長
樹
弁
護
士

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

◇
時
間
は
一
人
30
分
間
で
す
。（
事
前
に
相
談
内
容
を

ま
と
め
て
お
く
と
効
率
的
で
す
。ま
た
、同
じ
人
が
続
け

て
申
込
さ
れ
る
こ
と
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。）

問
合
せ
先
・
予
約
先

奄
美
市
役
所
市
民
協
働
推
進
課

市
民
生
活
係

☎
０
９
９
７‐

５
２‐

１
１
１
１

　（
内
線
１
７
１
６
）

受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◇
相
談
内
容
が
弁
護
士
で
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
も

市
民
生
活
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

廃
蛍
光
管
回
収

　
令
和
元
年
９
月
か
ら
、家
庭
に
出
る
使
用
済

み
蛍
光
管
の
分
別
回
収
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

回
収
す
る
も
の

蛍
光
管（
直
管
型
・
丸
型
）※

家
庭
か
ら
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

回
収
で
き
な
い
も
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ
・
白
熱
電
球
・
ハ
ロ
ゲ
ン
電

球（
水
銀
が
ふ
く
ま
れ
て
な
い
も
の
）

Ｑ
　
割
れ
た
蛍
光
管
も
出
せ
る
の
？

Ａ
　
割
れ
た
蛍
光
管
も
分
別
回
収
し
ま

す
。透
明
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
日
　
Ａ
地
区
（
秋
名
・
幾
里
・
嘉
渡
・

円
・
安
木
屋
場
・
龍
郷
・
久
場
・
瀬
留
・
玉
里
・

浦
）は
毎
月
第
２
土
曜
日
、Ｂ
地
区（
芦
徳

・
手
広
・
赤
尾
木
・
屋
入
・
浦
字
津
の
子
・
大

勝
・
川
内
・
中
勝
・
戸
口
）は
毎
月
第
３
土
曜

日
で
す
。
資
源
ご
み（
び
ん
）の
回
収
コ
ン

テ
ナ
の
そ
ば
に
廃
蛍
光
管
回
収
コ
ン
テ
ナ

を
設
置
し
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、不
燃
ご

み
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

問
合
せ
先

生
活
環
境
課
　
☎
６
９-

４
５
２
５

TEL



-11- Tatsugo

町
の
動
き

令
和
元
年

９
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

大
島
地
区

大
会
結
果

消
防
分
署

り
ゅ
う
が
く
館

名
誉
町
民

ト
ピ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト

生
活
環
境
課

企
画
観
光
課

そ
の
他

お
知
ら
せ

　
こ
の
制
度
は
、建
設
現
場
で
働
く
方
々

の
た
め
に
、「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」

と
い
う
法
律
に
よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金

制
度
で
す
。事
業
主
の
方
は
、現
場
で
働
く

方
々
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
、掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
貼
り
、そ
の

労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め

た
と
き
に
、建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払

う
と
い
う
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金

制
度
で
す
。

特
徴
①
国
の
制
度
な
の
で
安
全
確
実
か
つ

簡
単
②
退
職
金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計

算
③
国
が
掛
金
の
一
部
を
補
助
④
掛
金
は

損
金
扱
い
⑤
経
営
事
項
審
査
で
加
点

問
合
せ
先

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３-

６
９
０
７-

１
２
３
４

ま
た
は「
建
退
共
」で
検
索

建
退
共
制
度
の
ご
案
内

　
日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、嫌
が
ら

せ
、差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０-

７
７
１-

２
０
８

受
付
　
月
曜
日
〜
金
曜
日

（※

祝
日
、12
月
29
日
か
ら
１
月
３
日
を
除
く
）

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
相
談
無
料
、●
匿
名
可
●
秘
密
厳
守

本
相
談
事
業
は
、（
公
財
）人
権
教
育
啓
発
推
進

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々
な

ご
相
談
お
受
け
し
ま
す

ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、市
町
村
の
明

る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

販
売
期
間
　
９
月
24
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
18
日（
金
）

抽
選
日
　
10
月
30
日（
水
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
当
選
金

　
一
　
等
　
　
３
億
円×

８
本

　
前
後
賞
　
各
１
億
円×

16
本
ほ
か

問
合
せ
先

（
公
財
）鹿
児
島
県
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
９
９‐

２
０
６‐

１
０
０
１

セ
ン
タ
ー
が
、厚
生
労
働
省
生
活
相
談
充
実
事

業
に
よ
り
実
施
す
る
も
の
で
す
。

公
益
財
団
法
人
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

〒
１
０
５-

０
０
１
２
東
京
都
港
区
芝
大
門
２-

10

-

12
　
Ｋ
Ｄ
Ｘ
芝
大
門
ビ
ル
４
階

鹿児島県では、子育て支援事業等の担い
手となる人材を養成するための「子育て
支援員研修」を実施します。子育て支援員研修受講生募集

令和元年度鹿児島県

子育て支援員とは…　都道府県又は市町村が実施する研
修（基本研修・専門研修）を修了し、子育て支援分野の各事業
等に従事する上で、必要な知識や技術等を習得したと認められ
る方のことです。受講修了者は、全国共通の子育て支援員として
認定されます。（国家資格ではありません）

対象者…〇県内にお住まいで、育児や就労などの多様な経験
があり、保育や子育て支援分野の各事業等に従事することを希
望する方〇県内で、既に保育や子育て支援分野の各事業等に
従事している方

　　主　催　：鹿児島県
問合せ先：鹿児島県子育て支援員研修事務局　☎０９２-２６２-２８８０
　　　　　　　　　　龍郷町役場保健福祉課　☎６９-４５１４　　　　　詳しくは鹿児島県HPをご覧ください。

家庭的保育、事業所内保
育やファミリー・サポート・
センターの提供会員、保育
所の補助的職員等として
従事する方向けのコース

放課後児童クラブの補助
員として従事する方向け
のコース

社会的養護における補助
的な支援者として、児童養

護施設等で勤務する
方向けのコース

地域子育て支援拠点や利
用者支援事業（教育・保育
施設や子育て支援に関す
る情報提供、相談・助言等
を行う場）で従事する方向
けのコース

月～金　９：００～１８：００　日曜祝日は休業日

受講料は無料ですが、
以下の費用は自己負担になります。
◆ 受講する研修に必要なテキスト代

2,000 円程度
◆ 受講のための交通費・宿泊費

・食事代・駐車場代等
◆ 見学実習に必要な健康診断や検査代

◆ 傷害保険への加入



龍郷町名誉町民　第３回

本町は、明治から昭和にかけて学者、政治家をはじめ法曹界などで
活躍した偉人を多く輩出した「人材の町」として知られています。
その偉大な功績を称え、10名が名誉町民として表彰されています。
本誌では1名ずつ紹介いたします。

西郷 菊次郎
さ い ご う き く じ ろ う

1861年～1928年
龍郷出身

1 8 6 9
1 8 7 3
1 8 8 5
1 8 9 1
1 8 9 6
1 9 0 2
1 9 0 4
1 9 1 1

西郷本家に引き取られる
英語学校を経て、アメリカに留学
外務書記生に任ぜられる
外務省翻訳官に任ぜられる
台湾台北支庁長・宣蘭庁長
退官（依頼免官）
京都市長に就任
京都市長退任（2期7年）

● 経 歴 ●

2005
従五位勲四等
龍郷町名誉町民

● 表 彰 ●

● 功 績 ●
　父は西郷隆盛、母は龍郷の名門龍家の
愛加那。菊次郎が９歳の時、父から「鹿児
島の手元で育てたい」と手紙が届き、上
鹿。12歳の時には開拓使海外留学生とし
てアメリカへ留学。その後、父が設立した
吉野開墾社に入り、昼は農業、夜は寄宿舎
で学問に励んだ。1877年西南戦争がはじ
まり、薩摩軍に参加。戦いの中で右足を負傷
し、切断する。　その3年後、1880年には奄

美へ戻り、母愛加那と約１年一緒に過ごし
た後、上京し1884年外務省御用掛に採用さ
れる。翌年には公使館員として渡米、外務省
採用された。1895年、菊次郎は外交顧問と
して台湾に渡り、歴代の総督を助け、やがて
宜蘭市長となる。かつての留学経験を活か
し、宜蘭川に堤防を築いて水害を根絶し、農
業発展の一翼を担った。1904年、京都市長
に就任。水力発電を行うための第二琵琶湖
疏水開削事業、京都市上水道整備事業、市
電敷設事業を実現し、市の大きな発展に繋
がった。

●世の中の動き●

1872年（明治５年）
　太陽暦採用

1877年（明治10年）
　西南戦争

1904年（明治37年）
　日露戦争

◀2018年りゅうゆう館で行われた「西郷隆盛と菊次郎」シ
ンポジウムでは、台北駐福岡經濟文化辦事處、京都市、熊
本県菊池市、鹿児島県さつま町、龍郷町の５市町村が集ま
り、敬天愛人の精神を受け継ぐことや、文化・教育・観光の
分野において協力・交流を図ることを宣言しました。

たいぺいちゅうふくおかけいざいぶんかべんじしょ
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りゅうがく館だより 令和元年９月号

おねがい

●一般書● ●児童書●

夏休みが終わっても、まだまだ暑さは残っています。

こまめな水分補給を心掛けて、元気に秋を迎えましょう！

『悪役リメンバー』
（北野 勇作ほか/学研プラス）
古今東西の名作をベース
にした新感覚の短編集「名
作転生」シリーズの第１
巻。「ハーメルンの笛吹き

男」は、宇宙人の仕業とも噂される子どもたちの
失踪事件をルポライターが追う、という現代的
な内容にリメイク。同じシリーズの『脇役ロマン
ス』では、かぐや姫去りしのちに残された翁がと
る驚きの行動が描かれ、『主役コンプレックス』
では浦島太郎とピーターパンのコラボが登
場！さらに「眠れる森の美女」が学園ラブロマン
スに生まれ変わるなど、原作を知らなくても充
分に楽しめる。10代の読者におすすめ。

『空の青さをみつめていると』
（谷川 俊太郎/KADOKAWA）
「空の青さをみつめていると　
わたしに帰るところがあるよ
うな気がする」…表題作である
一編の詩、その冒頭で早くも心
を奪われる。透き通るような孤

独。自分でも気がつかないほどの淡く繊細な感情
の揺れ動きに「ことば」というかたちを与えるの
が、詩人だ。第一詩集『二十億光年の孤独』で一躍
世に知られる存在となった谷川俊太郎が、その澄
んだ瞳でみつめていたものが、短く連なる「こと
ば」の先にある。そして、彼の「ことば」には翼があ
る。読む者を空へ、宇宙へ、一息にさらっていくほ
どの、しなやかな翼だ。

｜今月のおすすめ｜ ｜今月のおすすめ｜

本にセロテープを貼ると、テープが劣化してしまい、本が傷みます。

破れている本を見つけたら、そのまま図書室にお持ちいただき、

破れている部分がある旨を職員にお伝えください。

・『小児病棟の四季』（大活字本）（細谷 亮太/埼玉福祉会）

・『ワインの世界地図』
（ジュール・ゴベール=テュルパン/パイインターナショナル）

・『簡単なのにごちそう。焼きっぱなしオーブンレシピ』
（若山 曜子/宙出版）

・『アンティークコインマニアックス』
（Shelk /エムディエヌコーポレーション）

・『未来を変える目標 SDGsアイデアブック』
（Think the Earth /紀伊國屋書店）

・『檻の中のライオン』（楾 大樹/かもがわ出版）

・『大家さんと僕 これから』（矢部 太郎/新潮社）

・『オオカミと野生のイヌ』（近藤 雄生/エクスナレッジ）

・『内地の歩き方』（吉戸 三貴/ボーダーインク）

他、合計55冊

・『ディセンダント』（リコ・グリーン/小学館）

・『妖怪交通安全』（広瀬 克也/絵本館）

・『まくらちゃんです。』（とよた かずひこ/童心社）

・『ポケモン空想科学読本 ４』
（柳田 理科雄/オーバーラップ）

・『個「性」ってなんだろう？』（中塚 幹也/あかね書房）

・『かいけつゾロリ うちゅう大さくせん』
（原 ゆたか/ポプラ社）

・『飛行機のサバイバル １』（ゴムドリco./朝日新聞出版）

・『よかったねネッドくん』（レミー・シャーリップ/偕成社）

・『A French Song in New York』（Anna Adams/CIP）

　他、合計51冊
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満１歳になりました。
この子たちに誇れる町をみんなでつくりましょう。 8 august

わきゃシマの玉黄金

　　　　　　　　　　いおり

里井 伊織ちゃん  H30.８.12生

    中勝　  父  大起　母        子   

　　　　　　　　　りゅうのすけ

池山 竜ノ介くん  H30.８.1１生

  浦　父  正穂　母   佳代  

　　　　　　　　　　こ　あ

石原 虎明くん  H30.８.４生

  手広　父  豊　母   翠  

　　　　　　　　　　り　　め　の

前田 莉愛希ちゃん  H30.８.28生

  屋入　父  誠　母   瑞穂

　　　　　　　さ　　り　　な

西 紗里奈ちゃん  H30.８.29生

  浦　父  政宗　母   美乃里  

　　　　　　さ　　な

榮 紗菜ちゃん  H30.８.27生

  大勝　母  綾音

ア
イ

ド
ル

い
お

り
♡

パパをメロメロにするの
は

朝
メ

シ
前

よ
♡

元
気

に

すくすく優しい子に育っ
て

ね

お
姉

ち
ゃ

ん
、お

兄ちゃん大好き♡スク
ワ

ッ
ト

上
手

り
み

あネェネ〰だいしゅき

♡

あ
ん

よが上手になりました

！ ス

クスク元気に育ってね

離島甲子園に出場する龍郷選抜チームが感謝を込めて
龍郷ふるさと祭の片付け奉仕作業を実施しました。

福原綾乃様（名瀬浦上町在住・龍郷集落出身）より
七夕飾りをご提供いただきました。ありがとうございます。

　鹿児島県立大島養護学
校高等部は、令和初の販売
会「しおかぜ市場」を開催
します。販売する製品は、
どれも高等部の生徒が作
業学習で製作したもので
す 。製 品 を 購 入 さ れ た い
方、養護学校のことを知り
たい方など、この機会にぜ
ひ大島養護学校へお越しください。なお、製品には数に限りがあ
ります。売り切れの場合には御了承ください。

大島養護学校高等部

「しおかぜ市場」
期　　日　令和元年９月 20日（金）

時　　間　午前 10時から午前 11時まで

場　　所　大島養護学校体育館

販売製品　●園芸班（無農薬のとてもおいしい野菜など）●木工班（ベンチや木製クリップなど）●窯業班（皿、どんぶり、
コップなど）●手工芸班（ミニトートバックやクラフト籠など）●クリーンサービス班（固形石けんや入浴剤など）
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オナガエビネラン
　オナガエビネランは絶滅危惧種Ⅱ類。奄美大島の

ランは白や薄いピンクの花が多いですが、オナガエ

ビネランは鮮やかな紫の花なので、見つけるとすぐ

に分かります。Ⅱ類に指定されていますが、Ⅰ類に指

定されてもおかしくないのではないかと思うぐらい

目にする機会がめっきり減りました。他にも夏を彩

るランが開花していますのでぜひ観察されてみて

は？
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町 長 室 で記 念 写 真 皆さまも是非いらしてください7 月来庁者

小田美佐子さん 金沢みつたかさん　御一行 大奄美関 御一行

９月のどぅくさ会　明記がない場合は14時～

１
３
４
５
７
９
10
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日

火

水

木

土

月

火

水

木

安木屋場・瀬留・赤尾木

上戸口

円
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玉里

浦・芦徳

嘉渡

円

中戸口

15
17
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24
25

日

火

水

木

金

土

月

火

水

安木屋場・瀬留

上戸口

円・大勝

中勝  12:00~

下戸口

玉里・赤尾木

川内

嘉渡

円

あ
お
い

た
つ
ひ
ろ

あ
お

よ
う

ら
い
き

町
の
動
き

令
和
元
年

９
月
号

た
つ
ご
う

エ
ッ
セ
イ

大
島
地
区

大
会
結
果

消
防
分
署

り
ゅ
う
が
く
館

名
誉
町
民

ト
ピ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト

生
活
環
境
課

企
画
観
光
課

そ
の
他

お
知
ら
せ



Tatsugo -16-

発
行

/龍
郷

町
役

場
　

編
集

/企
画

観
光

課
 　

〒
894-0192鹿

児
島

県
大

島
郡

龍
郷

町
浦

110番
地

電
話

0997-62-3111　
Ｆ

Ａ
Ｘ

0997-62-2535　
http://w

w
w

.tow
n.tatsugo.lg.jp　

koho@
tow

n.tatsugo.lg.jp
９

2019
no.493

アマミノクロウサギに注意‼
　よーりっくわ走ってくりんしょれ～

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
今年：８件 2019.８.12 現在

問合せ先：生活環境課☎69-4525

りゅうゆう館文化ホール
宮田  大（チェロ）　ジュリアン・ジェルネ（ピアノ）

国際的に活躍している宮田大氏と、ジュリアン・ジェルネ
氏がお届けする超豪華なトーク＆名曲コンサート

前売り 2,000円　当日券 2,500円（一般チケットのみ販売）
※未就学児の入場はご遠慮ください

宮田大チェロコンサート  in  たつごう
   ～碧い海に抱かれて～ 

 日 時 ：

 場 所 ：

出 演 者：

公演内容：

入 場 料：

2019年11月26日(火)　18:00開場 / 19:00開演

問合せ先 ： 龍郷町クラシックコンサート実行委員会事務局（龍郷町教育委員会内）
　　　　　☎ 0997-69-4532　　  edu-a@town.tatsugo.lg.jp

りゅうゆう館、りゅうがく館など
町内外で販売開始します。前売り券 金

９月行事予定 September  2019 ※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

■楽らく体操教室
・龍郷  毎週木曜 午前９：30～

・秋名/幾里  毎週木曜 午後２：00～・大勝  毎週木曜 午後２：00～
・川内  毎週金曜 午後７：30～

・安木屋場  午後２：00～

・芦徳  午後２：00～

■どぅくさ会  14:00~16:00 ■でぃでぃクラブ  
　りゅうがく館  13：30～16：00

■保健センター開放
　   乳幼児対象 10：30～16:00

■保健センター開放

■保健センター開放

■保健センター開放

■保健センター開放

■保健センター開放

■母子歯科相談
　  どぅくさぁや館13:00～

■３.6歳児健診
　  どぅくさぁや館12:30～

■アラセツ行事

龍南中学校吹奏楽部
定期演奏会
りゅうゆう館
14:00会場

大島養護学校高等部
しおかぜ市場10:00～

■町相撲大会  9:00～
　中央グラウンド横

■楽らく川

■楽らく川

■楽らく川

■楽らく川

■楽らく芦

■楽らく芦・安

■楽らく芦

■楽らく芦

■楽らく安

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大

■楽らく龍・秋・大・安

■どぅくさ会   瀬留     
安木屋場・赤尾木

■どぅくさ会  
　安木屋場・瀬留

■どぅくさ会  嘉渡

■どぅくさ会  中勝

■どぅくさ会  中勝
　12:00~

■どぅくさ会  嘉渡

■どぅくさ会 上戸口

■どぅくさ会  中戸口

■でいでいクラブ

■でいでいクラブ

■でいでい
　クラブ

■でいでいクラブ

■どぅくさ会 下戸口

■どぅくさ会  上戸口 ■どぅくさ会
　玉里・赤尾木

■どぅくさ会
　浦・芦徳

■どぅくさ会  玉里

■どぅくさ会  円

■どぅくさ会  円

■どぅくさ会  円■どぅくさ会  川内

■どぅくさ会 
 　円・大勝

民児協定例会

駐在員会

■かめのこクラブ
どぅくさぁや館  10：30～

■かめのこクラブ
どぅくさぁや館  10：30～

■たつごう在宅
　家族の会13：30～

■おはなし会
りゅうがく館10:10～

龍郷町議会
一般質問10:00~

龍郷町議会
一般質問10:00~


